











































































































本研究の結果から 7.20m前後の選手であれば、 5kg重から 3kg重への漸減法が適切であるc
審査の結果の要旨
本研究は、傾斜板およびフラット板という走縞跳の技術トレーニングでこれまでにもよく用いられてきた
器具、および選手を牽引する装置(トウイング装置)の踏切準備および踏切動作への影響およびこれらの即
時的効果の有無をバイオメカニクス的に詳細に検討し、走幅跳のトレーニングに役立つ示唆を引き出そうと
したものである。
論文審査委員会では、これらの手段のバイオメカニクスからみた効果はよく明らかにされているが、その
根底にある人間の動作変容の原則をどのように考えているか、選手の技能水準や競技水準に応じたこれらの
手段の適用はどのように考えているか、踏切準備動作への影響をどのように考えているかなどの質問があり、
著者はまだ不明な点があり今後の研究課題とする必要があるとしながらも、適切に回答したc また、今後の
研究の発展の方向について質問があり、本研究で対象としたトレーニング手段をより有効に現場で用いるよ
うにするには、技能水準に着目した研究が必要であるとの回答があった。
このように解決すべき課題はあるが、博士論文としての形式や論理性の点では大きな問題がなく、得られ
た知見と示唆も現状としては優れたものであると高く評価された。したがって、本論文は、体育科学の博士
論文に相応しいと判断された。
よって、著者は博士(体育科学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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